
INNERVISION (40・12) 2025  　33

　医療法施行規則の一部を改正する省令
（平成31年厚生労働省令第21号）が公布
され，改正省令および告示における改正
の要点および施行に当たり留意すべき事
項が医政発0312第7号の厚生労働省医
政局長通知で示された。2020年4月1日
から診療用放射線の安全管理に関する規
定が施行され，血管撮影・血管内治療

（interventional radiology：IVR）領域で
は，使用される循環器用X線透視診断装
置において医療被ばくにかかわる安全管理
のために，線量管理と線量記録が義務化
された。線量管理には，手技中にリアルタ
イムで入射皮膚線量を確認して放射線皮
膚障害発生を回避する確定的影響（組織
反応）の管理と，確率的影響の合理的な
低減のために診断参考レベル（diagnostic 
reference level：DRL）を活用して施設で
の診療用放射線による防護の最適化に取
り組む管理の2つのプロセスが重要となる。
　本稿では，血管撮影・IVR領域での「日
本の診断参考レベル（2020年版）（Japan 
DRLs 2020）」1）から「日本の診断参考レ
ベル（2025年版）（Japan DRLs 2025）」2）

への改定に向けての取り組み，改定のた
めのデータ収集方法，改定の概要と活用
の方法について解説する。

Japan DRLs 2025改定
に向けて

　本邦における診断参考レベルは，
2015 年に初めて制定された「最新の国
内実態調査結果に基づく診断参考レベ
ルの設定（DRLs 2015）」3），その5年後
に改定されたJapan DRLs 2020，そし
て今回の 2025 年に改定された Japan 
DRLs 2025と，その年代に応じてDRL
の対象となる検査項目やDRL量，DRL
値が変化した。特に，2017年に報告さ
れた国際放射線防護委員会（ICRP）の
Publication 135（医用画像検査における
診断参考レベル）4）は，DRLの改定に向
け，その目的と有効性および意義，DRL
量の定義の明確化と統一性，DRLを設
定するための調査方法など，大変参考と
なった。
　血管撮影・IVR領域において，DRLs 
2015におけるDRL値は，「標準ファント
ムを用い統一した幾何学的配置にて，
ファントム表面の空気の吸収線量を測
定する」方法を採用し，被写体として
polymethyl-methacrylate（PMMA）
20cm厚を用いて患者照射基準点（patient 
entrance reference point：PERP）の位
置へ線量計をセットし，各装置で使用
している標準的な透視条件にて1分間あ
たりのファントム入射表面線量（Ka，e）
を測定し，86パーセンタイル値に当たる

透視基準線量率「20mGy/min」とした。
この線量指標は本邦で初めてのDRL値
であったことから，その成果の検証も含
め Japan DRLs 2020 へ引き継がれ，
J a p a n D R L s 2 0 2 0 では，D R L 値

「17mGy/min」として採用された。これ
らのデータは日本血管撮影・インターベ
ンション専門診療放射線技師認定機構

（JAPIR）が公表している測定値であ
り5），図1に透視基準線量率を初めて公
表した2008年，DRLs 2015のDRL値
となった2013年，Japan DRLs 2020の
DRL値となった2019年，2024年と，医
療 被 ば く 研 究 情 報 ネ ッ ト ワ ー ク

（J-RIME）で統合的アンケートの一部と
して各施設で調査した2024年の測定値
についての比較を示す。2008 年から
2019年まで有意差をもって装置の出力
線量は低下していることが明らかであり，
装置の品質管理によって医療放射線防
護の最適化が図られている。
　しかし，ICRP Publication 135では，
ファントムを用いた装置出力線量（Ka，e）
の評価は装置の品質管理に有用な情報
であり，患者の検査において高い線量値
が得られた場合に原因を推定することに
も有用であるが，DRL量として患者線量
の調査の代わりに用いるべきではないと
していることから4），Japan DRLs 2025
では透視基準線量率を参考値とした。
　また，Japan DRLs 2020では，透視
基準線量率とともに，血管撮影・IVR
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